
四

円
子
規
茂
吉

新
し
い
短
歌
鑑
賞
篁
吾

正
岡
子
規
斎
藤
茂
吉

{
女
森
敏
隆
(
女
f
火
1
牟
巡
、

内
藤
明
著

"
.
.

重
●
●
醐

ナ

木
k
"
は
、
近
代
Π
本
の
此
名
な
歌

人
・
正
岡
f
説
と
斎
修
茂
L
Π
の
代
尖

作
に
対
し
、
人
州
行
の
沽
新
な
観
点
に

よ
る
鍋
賞
を
試
み
た
好
符
で
あ
る

f
規
は
内
藤
明
、
茂
L
Π
は
{
女
森
敏

院
が
捫
汽
そ
れ
ぞ
れ
、
「
正
岡
f

規
継
承
と
創
造
「
斎
艇
戊
円
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
Π
本
」
と
題
し
た

総
説
に
お
い
て
、
作
行
の
生
澁
と
文

学
史
が
釧
仙
を
ま
と
め
た
妄
、
 
1
ν
Π

に
1
頁
ず
?
計
釦
首
を
鑛
賞
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
味
読
ぶ
り
か
ら
は

創
見
が
し
ぱ
し
ぱ
う
か
が
え
、
知
歌

鑑
賞
の
方
法
や
祝
点
の
捌
え
力
に
つ

い
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

紕
く
「
歌
染
樂
内
」
は
著
者
が
各

歌
渠
な
ど
か
ら
選
択
し
た
秀
歌
が
収

め
ら
れ
、
「
歌
典
耒
内
」
に
は
代
表

が
な
、
 
f
説
と
茂
L
U
の
知
瓔
冊
力
摘

銖
さ
れ
て
あ
る
付
録
と
し
て
資
料
、

年
譜
も
託
さ
^
、
初
学
者
に
も
読
み

や
す
い
榊
成
な
の
が
あ
り
が
た
い
。

本
k
[
を
含
め
た
「
新
し
い
知
歌
鑑

質
シ
リ
ー
ズ
ナ
'
修
し
て
い
る
Ⅱ
、
<

X
打
の
{
糠
敏
院
は
、
同
志
社
女
子

大
学
で
近
代
文
ず
需
ず
る
一
方
、

第
一
線
で
活
凱
小
の
歌
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
既
に
斎
傑
茂
"
U
を
め
ぐ

る
キ
M
が
2
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
の

は
刷
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う

そ
ん
な
安
森
に
ょ
る
総
説
、
鑑
質

は
、
斎
煉
茂
L
Π
の
文
学
川
界
を
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
と
ら
え
た
伶
頼
で
き

る
奥
介
で
あ
り
、
幅
広
い
腕
寺
屑
の

共
感
を
呼
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
る
多

く
の
知
歌
を
愛
好
す
る
人
々
に
読
ま

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い

と

薬
と
臨
床
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
、
ン
ヨ
ン

1
新
人
薬
剤
師
・
研
修
医

村
上
元
庸
(
女
f
大
学
鼎
1
授
)
、

一
之
田
信
人
(
女
1
藁
学
部
教
授
)
、

横
出
正
之
編

最
近
、
医
療
現
場
へ
匙
者
や
マ

ス
コ
ミ
か
ら
の
風
山
1
た
り
は
悔
く
、

郭
霽
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
、
医
療
事
故
等
の
活
字
が
紙
面
を

賑
わ
す
こ
と
も
多
い
。
忠
者
中
心
の

医
療
と
.
壽
わ
れ
な
が
ら
も
十
分
無

者
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
い
な
い
の
も
そ
の
愛
因
の
一
つ

と
思
わ
れ
る
が
、
今
川
、
迭
療
現
場

で
の
会
話
を
想
定
し
た
ク
ィ
ズ
形
式

の
書
籍
が
発
行
さ
れ
た
。

本
占
は
「
こ
の
薬
は
い
つ
ま
で
飲

め
ぱ
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?
」
「
ス

テ
ロ
イ
ド
つ
て
怖
い
薬
な
ん
で
し

.
《
磯

.

よ
?
」
な
ど
患
者
の
切
突
な
疑
問
が

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
さ
て
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
?
」

と
4
つ
の
解
答
か
ら
正
解
ミ
越
択
す

る
の
で
あ
る
が
、
患
者
の
求
め
て
い

る
も
の
を
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

巾
か
ら
把
握
し
て
そ
の
対
応
の
正
否

を
問
う
。
ま
た
本
書
は
神
経
・
精
神
、

循
環
器
、
消
化
器
、
関
節
り
ウ
マ
チ
、

呼
吸
器
、
糖
尿
病
、
感
染
症
等
の
9

領
域
に
分
類
し
、
薬
を
通
じ
て
患
"

と
病
気
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
る
。

秋
筆
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
疾
帥
、
粲
剤
師
が
担
『
さ

れ
て
お
り
、
興
味
の
あ
る
質
問
の
ど

こ
か
ら
で
も
上
訓
み
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
所
々
に
あ
る
編
行
の

コ
ラ
ム
欄
も
な
か
な
か
味
わ
い
深

ク
ィ
ズ
僻
ル
で
楽
し
み
な
が
ら

い
0

知
識
や
技
術
の
チ
エ
ッ
ク
が
で
き
る

の
で
新
人
一
楽
剤
師
や
研
修
氏
、
さ
ら

に
薬
山
添
学
生
や
医
学
部
学
生
の
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
磨
く

た
め
に
是
非
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

1

外
村
彰
(
滋
貿
大
学
榊
帥
)

i
-

法
人
部

を
決
定
し
た
(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
参
照
)
。

表
彰
式
は
、
 
3
月
即
日
評
議
員
会
終
了
後
に

大
学
神
学
館
礼
拝
堂
で
行
っ
た
。
大
谷
實
総
長

の
式
辞
、
野
本
真
也
理
事
長
の
祝
辞
が
あ
り
、

大
谷
貫
総
長
か
ら
受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

と
副
賞
と
し
て
図
圭
凹
力
ー
ド
が
贈
ら
れ
た
。

同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

3
月
討
日
、
新
入
社
員
を
対
象
に
、
同
志
社

の
建
学
の
精
神
、
同
志
社
の
歴
史
同
志
社
の

キ
リ
ス
ト
教
主
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
、
大
谷
實
総
長
と
本

井
康
博
大
学
神
学
部
教
授
を
講
師
と
し
、
大
学

寒
梅
館
で
同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会
を

開
解
し
た
大
谷
實
総
長
は
「
同
志
社
の
教
学

理
念
と
教
学
体
制
」
、
本
井
康
博
大
学
神
学
部

教
授
は
、
「
大
学
の
品
格
1
敢
え
て
風
雪
を
侵

し
て
1
」
を
演
題
に
講
演
し
た
。
新
入
社
員
は

も
と
よ
り
、
出
席
者
は
改
め
て
同
志
社
の
建
学

の
精
神
等
に
想
い
を
馳
せ
、
有
意
義
な
時
間
を

過
こ
し
た

2
0
0
8
年
度
入
社
式

4
月
3
日
、
大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て

入
社
式
を
行
っ
た
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学

教
員
釣
人
、
女
十
大
学
教
員
鈴
人
、
高
等
学
校

教
員
1
人
香
里
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教
員
4

人
、
女
f
巾
学
校
・
高
等
学
校
教
員
3
人
、
国

●
2
0
0
7
年
度
同
志
社
総
長
表
彰
式

同
士
井
総
長
賞
は
本
法
人
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
お
よ
ぴ
文
化
活
動
の
国
際
大
会
、
同
際
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
お
い
て
人
賞
を
果
た
し
た
優
禿
な

学
生
、
生
徒
、
児
童
、
園
児
に
対
し
て
、
総
長

が
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
門
的
と
し
て
2
0

0
3
年
度
か
ら
設
け
た

2
0
0
7
年
度
は
、
大
学
長
か
ら
の
推
膚
で

3
人
と
2
グ
ル
ー
プ
(
8
人
)
、
矧
際
中
学

校
・
高
等
学
校
長
か
ら
の
推
薦
で
1
人
小
学

校
長
か
ら
の
推
僻
で
1
人
の
計
B
人
四
堂
賞
者

ノ

0
0
Φ
王
m
l
)
刀
m
で
0
召
 
5

、
0

際
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教
員
3
人
、
中
学
校
教

員
2
人
、
小
学
校
教
員
4
人
、
幼
稚
園
教
員
1

人
、
大
学
職
員
捻
人
の
計
製
人
で
あ
る
大

谷
實
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
が
歓
迎
の
こ
と

ば
を
述
べ
、
野
本
理
事
長
が
一
人
ひ
と
り
に
辞

令
を
手
渡
し
た

2
0
0
8
年
春
の
叙
並
び
に
褒
章

元
大
学
教
授
の
松
本
仁
助
氏
が
瑞
宝
中
綬
章

を
受
章
し
、
 
5
月
n
日
国
立
劇
場
大
劇
場
に
お

い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
ま
た
、
大
学
教
授

の
井
原
康
夫
氏
が
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

大
学

京
田
辺
校
地
井
水
利
用
を
開
始

1
月
8
日
、
 
2
0
0
7
年
5
月
に
開
始
し
た

井
戸
掘
削
工
事
が
水
質
検
査
な
ど
を
経
て
完

成
汲
み
上
げ
た
地
下
水
を
試
飲
し
、
供
給
を

開
始
し
た
 
4
月
に
開
講
し
た
生
命
医
科
学
部
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
新
校
舎
へ
は
公
共
水

道
だ
け
に
頼
ら
ず
一
部
自
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
さ
ら
に
災
害
時
の
水
源
確
保
を
も
考

慮
し
、
対
応
が
で
き
る
設
備
、
機
能
を
そ
な
え

て
い
る
の
が
特
徴
。
想
定
で
は
、
京
田
辺
校
地

の
約
卯
%
の
上
水
を
補
う
計
筒
升
。

DOSHISHA

REPORT

斎正

晃

2,70



●
現
代
G
P
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
「
学
び
の
原
点

ー
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
型
教
育
の
挑
戦
"
」

2
刀
B
e
、
明
徳
館
で
開
催
。
第
1
部
は

「
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
科
日
の
目
指
す
も
の
」
を
テ

ー
マ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
と
事
例
報
告
・
展

小
発
喪
学
生
全
貝
に
ょ
る
序
淡
会
で
は
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
科
Π
の
学
習
効
巣
に
つ
い
て
適
切

的
確
に
仏
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
2
部
は
、

「
P
B
し
剋
燮
U
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
同
志
礼
大
学
は
参
加
し
た
教
育

関
係
X
に
多
様
で
本
質
的
な
議
前
を
投
げ
か
け

P
B
L
刑
教
育
の
拠
点
校
と
し
て
"
突
な
一
歩

を
記
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
「
伝
統
産
業
グ
ロ
ー
バ
ル

革
新
塾
一
塾
生
製
品
展
開
催

「
革
新
塾
」
は
、
京
都
の
伝
統
産
業
に
従
亨

す
る
若
下
研
究
者
に
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
提
供
す

る
こ
と
に
ょ
り
、
歴
央
あ
る
.
"
小
都
の
地
か
ら
新

た
な
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
、
こ
れ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
U
的
を
も
つ
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
で
文
部
科
学
省
の
助
成
を
受
け
て
い
る
 
3

"
8
日
、
寒
梅
館
ア
ト
リ
ウ
ム
に
、
下
書
き
友

禅
生
地
を
使
っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
、
ピ
ア
ノ
鍵
盤

デ
ザ
イ
ン
の
扇
f
な
ど
革
新
的
な
製
品
を
展

特
色
G
P
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
成
績
評
価
の
厳

格
化
と
そ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
」

3
月
円
U
、
文
部
科
学
省
「
特
色
あ
る
大
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
採
択
に
ょ
る
取
組
の
一
環

と
し
て
明
徳
館
で
開
催
基
調
講
演
は
「
教
育

の
J
価
が
い
か
に
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
学
生

の
学
ぴ
の
向
上
に
つ
な
が
る
か
」
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
参
加
大
学
の
事
例
報
告
の
後
パ
ネ
ル
デ

イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
参
加
者
を
六
X
え
成

績
諄
価
の
厳
格
化
に
関
す
る
活
発
な
議
論
を
展

開
し
た
追
記
念
礼
拝

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
お
よ
ぴ
福
島
で
の

ス
事
故
か
ら
3
年
臼
を
迎
え
た
。
4
月
舗
日
、

バ今
出
川
校
地
は
同
志
社
礼
拝
堂
、
京
田
辺
校
地

は
ラ
ー
ネ
ツ
ド
記
念
図
書
館
前
の
青
空
チ
ャ
ヘ

ル
で
事
故
に
ょ
る
犠
牲
者
の
方
々
へ
の
哀
悼
の

意
を
込
め
て
祈
り
の
ひ
と
時
を
持
っ
た

文
系
全
学
部
の
ー
,
2
年
次
教
育
を
今
出
川

校
地
に

文
系
全
学
部
の
授
業
は
1
9
8
6
年
4
月
京

田
辺
校
地
開
校
に
ょ
り
2
校
地
を
利
用
し
実

施
 
2
0
1
3
年
4
月
か
ら
文
系
全
学
部
1

2
年
次
生
の
主
た
る
学
習
校
地
を
今
出
川
校
地

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
先
行
し
て
2
0
0

9
年
4
門
神
学
部
と
社
会
学
部
の
主
た
る
学
習

販
光
し
た

校
地
を
今
出
川
校
地
に
統
合
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
受
験
生
に
周
知
し
た

言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
組
綴
再

と
新
学
部
設
の
基
本
方
針
(
抜
粋
)

一
晶
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
育
研
究

組
織
を
2
分
割
し
、
今
出
川
校
地
と
京
田
辺
校

地
の
そ
れ
ぞ
れ
に
学
部
を
新
設
す
る
。
今
出
川

校
地
に
は
2
0
1
3
年
、
「
ア
ジ
ア
地
域
、
ア

メ
リ
カ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
地
域
な
ど
を
対
象

と
す
る
学
際
的
・
総
合
的
で
国
際
的
な
地
域
理

解
能
力
を
も
つ
人
物
の
育
成
に
特
化
す
る
学

部
」
を
、
京
田
辺
校
地
に
は
2
0
1
1
年
、

「
実
践
的
な
外
国
語
運
用
能
力
に
卓
越
し
た
人

物
の
育
成
に
特
化
し
た
学
部
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
は
、
 
2
0
1
3
年
度
以
降
、
今
出
川

校
地
7
学
部
、
京
田
辺
校
地
5
学
部
の
外
国
語

教
育
を
担
う
べ
き
組
織
と
教
育
の
質
の
保
証

●
「
D
O
S
H
1
S
H
A
 
S
P
1
R
1
T

W
E
E
K
 
2
0
0
8
 
春
」

6
月
2
日
か
ら
7
日
ま
で
両
校
地
で
キ
リ
ス

ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
た
期
間
中
力

レ
ツ
、
シ
ソ
ン
グ
の
指
導
、
講
演
会
展
示
を
中

心
に
、
「
私
学
」
「
新
島
襄
」
「
歴
史
ル
ー
ツ
」

「
精
神
」
な
ど
同
志
社
を
知
る
た
め
の
一
週
問

障
が
い
学
生
支
援
に
関
わ
る
教
職
員
研
修
会

在
籍
し
て
い
る
馨
ル
、
視
覚
、
肢
体
不
自
由

内
部
、
重
複
障
冉
の
あ
る
学
生
が
、
健
常
学
生

と
等
し
い
条
件
の
も
と
で
充
実
し
た
教
育
と
学

生
生
活
を
送
る
に
は
教
職
員
の
理
解
が
必
要
で

あ
る
 
6
月
器
口
、
講
師
を
招
き
、
学
習
主
体

と
し
て
の
学
生
に
、
何
が
で
き
、
何
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
再
考
し
た
。

心
理
学
部
開
設
記
念
公
開
講
演
会

8
乃
部
H
、
シ
ラ
キ
ユ
ー
ス
大
学
心
理
学
部

の
ジ
ョ
シ
ユ
ア
・
M
・
ス
マ
イ
ス
教
授
を
招
き

「
ス
ト
レ
ス
、
情
動
、
行
動
、
そ
し
て
健
康

討
世
紀
の
心
身
氏
学
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
し
た
物
理
的
・
社
会
的
な
変
化
に
対
し

て
人
は
ど
の
よ
う
に
反
応
を
す
る
の
か
、
そ
う

し
た
反
応
が
生
理
的
変
化
や
行
動
選
択
を
ど
の

よ
う
に
導
く
の
か
、
そ
れ
ら
が
健
康
に
ど
の
よ

う
な
W
斬
を
及
ぽ
す
の
か
に
つ
い
て
の
解
説

と
、
日
本
に
お
け
る
健
康
科
学
の
推
進
に
果
た

す
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
諭
じ
た

6

<
仇
勺
ミ
〔
)
を
基
本
に
、
使
命
と
し
て
育
む
女
性

像
占
き
を
大
切
に
し
、
新
し
き
を
生
き
る

り
ぺ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
と
も
に
品
格
と
良
心
を

も
っ
て
、
ゆ
た
か
な
世
界
づ
く
り
に
寄
与
す
る

女
性
を
尓
し
た
<
玄
一
誘
一
0
出
>
を
作
成
し
た

そ
の
写
m
m
-
0
コ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

実
践
プ
ラ
ン
<
)
9
-
0
コ
>
と
し
て
、
 
2
0
0
8

年
4
月
に
、
携
帯
型
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
(
ク
レ
ド
)
と
名
札
を
制
作
し
た

ク
レ
ド
に
は
、
女
子
大
学
の
仇
勺
ミ
一
、
ミ
一
誘
一
0
=

と
そ
の
解
説
、
新
島
襄
の
遺
言
な
ど
を
記
載
し
、

嘱
託
講
師
、
業
務
委
託
業
者
を
含
め
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
働
く
全
教
職
員
に
配
付
し
た
名
札
は
、

英
語
表
紀
で
、
氏
名
と
部
署
名
、
裏
面
に
は

ミ
一
誘
一
0
コ
を
記
載
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
育
む

、し

女
性
像
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
女
子
大
学
が
目
指
す
女
性
教
育
の
方

向
性
に
つ
い
て
全
教
職
員
が
意
識
を
共
有
し
、

社
会
に
有
為
な
女
性
を
育
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

ラ
ツ
ビ
ン
グ
車

2
0
0
8
年
4
月
か
ら
、
福
井
県
と
香
川
県

に
女
子
大
学
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
電
車
が
登
場

し
、
地
兀
の
注
目
を
集
め
て
い
る
(
巻
頭
グ
ラ

ビ
ア
参
匝
。
福
井
鉄
道
は
、
越
前
市
か
ら
福

井
市
中
心
部
を
結
び
、
一
局
校
生
や
お
年
寄
り
の

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
7

女
子
大
学

●
女
子
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

2
0
0
7
作
度
に
教
育
理
念
の
根
幹
を
な
す

生
活
の
足
と
な
っ
て
い
る
私
鉄
電
車
。
車
両
の

外
装
、
内
装
の
床
に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
紫

を
基
調
に
桜
の
模
様
を
あ
し
ら
い
、
中
吊
り
に

は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
、
ラ
ッ

ク
に
は
「
大
学
案
内
」
な
ど
の
大
学
資
料
を
配

備
し
て
い
る
。
 
8
月
2
S
4
日
の
福
井
フ
エ
ニ

ツ
ク
ス
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
女
子
大
学

の
う
ち
わ
を
配
布
、
好
評
を
博
し
た
。
高
松
琴

平
電
鉄
で
は
、
一
局
松
市
内
か
ら
金
刀
比
羅
宮
を

結
ぶ
最
も
乗
降
客
の
多
い
琴
平
線
を
走
っ
て
い

る
。
車
両
に
は
、
本
学
の
校
舎
の
イ
ラ
ス
ト
、

讃
岐
う
ど
ん
を
食
す
る
こ
当
地
V
1
V
1
 
(
女

子
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
)
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
い

た
い
ず
れ
も
2
両
編
成
の
電
車
が
1
年
問
に

渡
り
沿
線
を
走
る

現
代
こ
ど
も
学
科
か
ら
多
く
の
小
学
校
教
諭

を
出
2
0
0
4
年
に
開
設
し
た
現
代
こ
ど
も
学
科

1
期
生
が
こ
の
2
0
0
8
年
春
に
巣
立
っ
た
。

卒
業
生
の
う
ち
、
妬
人
が
公
立
小
学
校
教
員
採

用
試
験
を
受
験
。
内
詑
人
(
実
人
数
)
が
二
次

試
験
に
合
格
し
、
こ
の
4
月
か
ら
全
国
各
地
の

小
学
校
で
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
こ
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
を
幅
広
く
理
解
し
、
地
兀
の
小
学

校
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
教
員
と
し
て
必
要
な

,5
、

1.J



資
質
を
身
に
つ
け
た
こ
と
が
教
育
に
活
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る

永
年
栄
養
士
成
教
育
功
労
校
と
し
て
表
彰

食
物
栄
養
科
学
科
管
理
栄
養
L
専
攻
で
は
、

毎
年
卒
業
生
が
ほ
ぽ
全
員
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
を
受
験
し
多
く
の
合
格
各
を
輩
出
し
て
し

る
 
2
0
0
8
年
3
刀
卒
業
生
肋
人
の
う
ち
袷

人
が
、
第
器
同
管
理
栄
養
上
国
家
試
験
を
受
験

し
、
乃
人
が
合
格
し
た
女
f
大
学
の
合
格
率

は
部
・
 
2
%
(
全
国
平
均
介
格
率
田
・
 
6
%
)
。

ま
た
、
多
郁
に
渡
る
栄
養
士
養
成
に
尽
力
し
た

功
績
を
評
価
さ
れ
、
 
6
月
桧
日
、
(
社
)
全
国

栄
養
士
養
成
施
設
恊
会
か
ら
、
、
氷
年
栄
養
士
養

成
教
育
功
労
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

す
で
に
4
年
次
生
は
先
輩
た
ち
に
続
け
と
、

卒
榮
論
文
制
作
と
雌
行
し
て
国
家
試
験
の
準
備

に
入
っ
て
い
る
来
年
も
令
員
合
桜
を
日
指
し

て
、
扣
当
教
員
一
同
令
血
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
と
っ
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

熊
欠
課
、
礼
拝
皆
出
席
の
生
徒
の
真
撃
な
努
力

を
顕
彰
し
校
祖
新
島
襄
の
「
」
庭
上
之
一
寒
梅
」

に
因
ん
で
設
け
た
「
寒
梅
賞
」
の
受
賞
者
は
昨

年
度
の
ほ
ぽ
2
倍
に
あ
た
る
Ⅱ
人
を
数
え
た
。

岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
チ
ャ
ペ
ル
は
中
嘉
合
事

業
の
一
環
と
し
て
建
て
替
え
ら
れ
る
た
め
、
長

年
親
し
ま
れ
た
現
行
チ
ャ
ペ
ル
で
の
卒
業
式
は

今
回
で
最
後
と
な
る
。

3
月
捻
S
玲
日

学
校
ス
キ
ー

最
近
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今

川
は
前
回
を
上
祠
る
町
人
の
参
加
が
あ
り
、
ス

キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
技
術
向
上
は
勿
論
、

参
加
者
相
亙
の
親
睦
を
大
い
に
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

遠
足

5
月
2
日

滋
賀
や
京
都
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
行
き
先
と

し
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
生
徒
主
体
で
計
画
を
立
て

て
行
わ
れ
た
。
全
ク
ラ
ス
が
飯
こ
う
炊
さ
ん
を

調
理
に
昼
食
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

行
い
、

と
楽
し
い
時
間
を
過
こ
す
こ
と
が
で
き
た
新

学
期
最
初
の
ク
ラ
ス
行
事
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

が
お
π
い
を
よ
く
理
解
し
<
口
う
有
意
義
な
場
と

な
つ
た
花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
 
6
月
円
・
肋
日

庭
の
花
を
捧
げ
て
く
だ
さ
い
と
生
徒
に
呼
ぴ

か
け
、
集
ま
っ
た
花
を
壇
上
に
上
げ
、
自
然
の

高
等
学
校

3
月
円
日

●
卒
業
式

第
釦
回
卒
業
式
を
挙
行
し
、
魏
人
の
生
徒

が
母
校
を
巣
立
っ
た
特
に
3
年
問
無
遅
刻
、

美
し
さ
、
命
の
輝
き
を
た
た
え
る
花
の
日
礼
拝

を
持
っ
た
。
部
日
の
放
課
後
に
は
そ
の
花
を
携

え
、
生
徒
有
志
玲
人
、
教
員
5
人
が
バ
プ
テ
ス

ト
・
ホ
ー
ム
を
訪
問
。
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部
員

は
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
3
曲
を
演

奏
し
、
芙
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
ホ
ー
ム
の
方
々

と
共
に
幸
福
な
時
問
を
過
こ
し
た
。
「
折
か
ら

の
夕
立
の
中
を
よ
く
来
て
く
れ
た
」
と
歓
迎
を

受
け
、
帰
り
際
に
は
お
互
い
に
別
れ
を
惜
し
ん

で
立
ち
去
り
が
た
い
ほ
ど
の
交
流
と
な
っ
た
。

●
球
技
大
会

6
月
3
日

か
な
り
の
降
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
準
備
を
重

ね
て
き
た
苦
労
を
思
い
決
行
し
た
。
午
前
中
は

全
く
止
む
気
配
も
な
く
、
一
時
は
中
断
も
検
討

し
た
が
、
生
徒
の
熱
意
が
通
じ
た
の
か
、
決
勝

戦
が
行
わ
れ
る
頃
に
は
す
っ
か
り
雨
も
上
が

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
教
育
実
習
の
期

問
と
重
な
り
、
実
習
生
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ

て
応
援
す
る
姿
が
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
で
数
多

く
見
ら
れ
た

団
体
鑑
賞

7
月
円
日

演
出
家
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
が
率
い
る

劇
団
の
演
劇
を
大
学
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ホ
ー
ル

を
会
場
と
し
て
2
、
 
3
年
生
が
鑑
賞
し
た
。
演

目
は
「
東
京
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
。
享
受
者
と
し

て
大
い
驫
動
を
味
わ
え
た
の
は
=
、
つ
ま
で
も

な
い
が
、
耿
の
文
化
祭
(
岩
介
盤
小
)
で
ク
ラ
ス

演
劇
を
行
う
3
年
生
は
、
演
劇
制
作
の
立
場
か

ら
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た

7
月
巧
・
玲
Π

●
1
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

「
寝
食
を
共
に
し
、
語
り
合
い
」
を
通
し
て

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
図
る
目
的
で
行
っ
た
。
ク
ラ

ス
こ
と
に
選
ぱ
れ
た
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
計
画
し
、
ク
ラ
ス
全
員
が
協
力
す
る
と
い
う

高
校
生
と
し
て
理
想
的
な
形
を
と
る
こ
と
が
で

き
た
。
 
4
乃
に
入
学
し
た
1
年
生
も
遠
足
や
球

技
大
会
で
親
睦
を
図
っ
て
き
た
が
、
こ
の
ク
ラ

ス
合
宿
に
ょ
っ
て
「
ク
ラ
ス
作
り
」
が
仕
上
げ

の
段
階
に
人
っ
た
と
Π
え
る

●
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学7
月
訟
U
S
8
月
6
0

玲
年
目
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
ル
ボ

ル
ン
の
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
題
期
交
換

留
学
。
今
年
度
は
応
募
し
た
N
人
の
生
徒
か
ら

男
子
3
人
、
女
f
6
人
が
選
ば
れ
、
本
校
を
代

表
し
て
海
を
渡
っ
た
秋
に
は
同
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
留
学
生
を
迎
え
、
渡
豪
し
た
生
徒
の
家
族
が

H
本
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
つ
と
め
た

生
徒
が
参
加
し
た

4
月
8
日

入
学
式

入
学
式
を
行
い
、
中
学
校
鰯
人
、

高
等
学

校
M
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

4
月
Π
日

自
転
車
安
全
講
習
会

今
年
初
め
て
自
転
車
安
全
講
習
会
を
行
っ

た
寝
屋
川
警
察
か
ら
3
人
の
警
塞
目
が
来
校
。

自
転
車
通
学
者
約
期
人
の
生
徒
に
対
し
て
自

転
車
の
乗
り
方
の
講
習
会
を
行
っ
た
。

校
祖
墓
参
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
器
S
部
日

中
学
1
年
生

4
月
⑳
S
部
日

高
校
1
年
生

4
月
器
日
、
中
学
の
新
入
生
は
校
祖
墓
参
後

岡
山
県
美
作
市
湯
郷
に
向
か
い
2
油
3
日
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
体
験
学
習
を
通
し
て
友
達
作
り
、
ク
ラ
ス

作
り
が
で
き
た
。
ま
た
高
校
1
年
生
は
4
月
N

日
か
ら
近
江
八
幡
休
暇
村
に
て
、
 
1
泊
2
日
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
琵
琶
湖
博

物
館
の
見
学
、
近
江
八
幡
市
内
の
散
策
、
飯
こ

う
炊
さ
ん
等
を
通
し
て
ク
ラ
ス
作
り
を
行
っ

た
 
N
日
の
朝
は
か
な
り
激
し
い
雨
が
降
っ
て

い
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
校
祖
墓
参
は

中
止
し
て
近
江
八
幡
休
暇
村
に
向
か
っ
た
。

5
月
1
日

●
中
3
狂
言
鑑

香
里
園
に
あ
る
能
楽
堂
で
狂
言
を
鑑
賞
し

ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
交
流
3
月
部
日
S
4
月
3
日

ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
に
て
、
校
祖
新
島
襄
の

足
跡
を
訪
ね
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
な
ど
を
訪
問
し
た
。
円
人
の

香
里
中
高

高
2
修
学
旅
行
 
1
月
器
日
S
2
月
2
日

今
年
か
ら
高
2
修
学
旅
行
は
三
学
期
に
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
は
常
夏

の
島
と
は
い
ぇ
、
 
1
月
下
旬
は
多
小
ノ
肌
寒
さ
を

感
じ
た
。
マ
キ
キ
聖
城
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
交

流
、
ハ
ワ
イ
の
大
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

＼ノ

ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
で
の
平
和
学
習
グ
ル
ー
プ

別
の
自
主
研
修
な
ど
思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行

と
な
つ
た
。

●
卒
業
式

3
月
7
日

高
等
学
校

3
月
玲
日

中
学
校

高
等
学
校
中
学
校
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。3
月
詑
S
即
日

ヌ
エ
ー
バ
中
学
交
流

6
人
の
生
徒
が
参
加
現
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
、
ヌ
エ
ー
バ
中
学
校
と
交
流
し

ナ

O
o
m
工
一
Φ
工
》
l
m
で
0
コ
一
 
9



た
演
U
は
「
附
子
」
と
「
柿
山
伏
」
。

ヌ
エ
ー
バ
校
生
徒
の
交
流

5
月
円
S
Π
日

ア
メ
リ
カ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ヌ
エ
ー
バ

校
か
ら
7
人
の
生
徒
が
来
校
。
本
校
生
徒
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
交
流
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

5
月
器
日

中
学
校

高
等
学
校

5
月
羽
日

教
育
実
習
の
期
間
中
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、

゛
＼ノ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
各
種
目
こ
と
に
ク
ラ
ス
対
抗
で

開
い
た
。
中
学
、
高
校
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、

教
育
実
習
生
と
と
も
に
一
日
楽
し
く
汗
を
流
す

こ
と
が
で
き
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

6
月
1
Π

小
学
校
6
年
生
を
対
象
に
巧
教
室
に
分
か
れ

て
体
験
授
業
と
施
設
見
学
会
を
開
い
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
 
4
年
生
、
 
5
年
生
お
よ
び
そ
の

保
護
者
も
含
め
て
約
1
4
0
0
人
が
来
校
し
、

大
盛
況
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た

●
高
2
文
楽
鑑

6
月
稔
日

日
本
橋
に
あ
る
国
立
文
楽
劇
場
に
て
文
楽
を

鑑
賞
し
た
演
日
は
「
五
条
橋
」
・
「
絵
本
太
功

女
子
中
高

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

M
U
S
1
C
A
 
M
A
N
D
O
L
1
N
O

合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
勝

捻
打
N
e
、
東
京
で
開
か
れ
た
第
2
回
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
中
高
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い

年
代
の
団
体
が
出
場
し
た
。
テ
ー
プ
審
査
に
ょ

る
予
選
を
通
過
し
た
4
団
体
が
本
選
に
出
場

入
寮
宣
式

4
月
4
日

高
校
の
新
入
生
で
両
親
が
ま
だ
海
外
に
在
住

し
て
い
た
り
、
通
学
困
難
な
遠
隔
地
に
い
る
生

'

(
本
校
以
外
は
す
べ
て
一
般
団
体
)
、
ボ
ル
ツ
ォ

ー
ニ
作
曲
の
「
序
曲
神
の
御
心
の
ま
ま
に
」

を
演
奏
し
て
優
勝
上
村
朋
子
さ
ん
が
最
優
秀

指
揮
者
賞
を
獲
得
し
た

「
数
検
一
、
ク
ラ
ン
プ
リ
金
(
団
体
)
受
賞

3
月
2
日

日
本
数
学
検
定
協
会
(
会
長
甘
利
俊
こ
主

催
「
2
0
0
7
年
度
第
N
回
実
用
数
学
技

能
検
定
」
の
「
中
高
一
貫
教
育
校
部
門
」
で
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
グ
ラ
ン
プ
リ
金
貰
を
受

賞
。
●
卒
業
式

高
校
卒
業
式
(
狗
人
)

2
月
詑
日

中
学
卒
業
式
(
細
△

3
月
Π
日

●
修
学
旅
行
・
ス
キ
ー
学
舎

中
学
2
年
生
は
3
月
怜
S
即
日
の
2
泊
3
日

の
日
程
で
九
州
の
長
崎
方
面
に
、
一
局
校
2
年
生

は
3
月
W
S
討
日
の
3
泊
4
日
の
日
程
で
沖
縄

ヘ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
被
爆
体
験
者
や
ひ
め
ゆ
り
部

隊
の
生
存
者
の
講
話
を
通
し
て
平
和
の
大
切
さ

を
学
ぶ
と
と
も
に
体
験
学
習
を
中
心
に
楽
し
い

修
学
旅
行
の
思
い
出
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
で
き

ナ

ス
キ
ー
学
舎
は
、
 
3
月
W
S
訟
日
ま
で
、
例

年
通
り
北
志
賀
・
竜
王
ス
キ
ー
場
で
高
校
1
年

生
の
希
望
者
約
町
人
を
対
象
に
講
習
会
を
実
施

、

し
た
。

●
入
学
式

4
H
9
日

中
学
校
(
鄭
人
)
一
鼎
学
校
爾
人
)

今
年
は
中
学
校
に
初
め
て
,
肉
己
推
薦
入

試
"
で
合
格
し
た
心
人
(
L
A
コ
ー
ろ
が
人

学
し
た
。

女
子
部
創
立
記
念
礼
拝

4
ヨ
Π
口

創
立
悦
周
年
剖
窓
礼
拝
に
前
同
志
社
同
窓

会
長
の
坂
本
清
音
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
同

志
社
女
学
校
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た

か
」
と
題
し
て
、
お
話
し
を
聞
い
た
。
6
司
川
口

芸
術
鑑

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

巾
学
1
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
全
校
生

徒
が
京
都
市
交
耕
楽
団
の
演
奏
で
(
指
押
高

関
健
氏
)
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
即
番
」
(
ピ
ア
ノ
士
肥
知
子
)
と
べ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
「
交
紳
曲
第
7
番
」
を
鑑
賞
し
た
。

遠
足

5
月
巧
日

中
学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
が
速
足
を
行

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
た
。
主
な
行
き
先

、
、
しは
、
中
2
 
{
束
映
太
秦
映
画
村
〕
、
巾
3
 
〔
琵

琶
湖
博
物
館
〕
、
高
1
 
〔
万
博
公
園
・
民
族
学

博
物
館
〕
、
高
2
 
〔
長
浜
市
黒
壁
ス
ク
エ
ア
〕
、

高
3
 
〔
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
〕

而

.

●
中
学
1
年
生
修
養
会

5
月
巧
S
Π
日

ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま

「
同
志
社
で
学
ぶ
1
自
分
を
見
つ
め
、
友
達

を
理
解
し
て
隣
人
に
な
ろ
う
1
」
を
主
題
に
修

養
会
を
行
な
っ
た
礼
拝
と
団
体
生
活
や
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
、
同
志
社
教
育
の
根
幹
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
と
「
友
達
を
理
解
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て
学
ん
だ

国
際
交
流

米
価
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ヌ
エ
ー
バ
校
と

の
」
荒
と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
、
中
学
3
年
生
の

7
人
が
参
加
し
た
。
(
3
月
詑
S
即
日
)
。
ヌ
エ

ー
バ
校
か
ら
も
日
本
へ
の
卒
業
旅
行
の
一
環
と

し
て
、
法
人
内
の
各
中
学
校
で
体
験
入
学
と
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
を
行
な
い
(
5
月
円
S
Π
日
)
、

6
人
の
生
徒
が
来
校
し
た
。
生
徒
た
ち
は
授
業

や
課
外
活
動
に
参
加
し
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
や

観
光
な
ど
通
し
て
各
家
庭
と
交
歓
し
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た

高
校
2
・
3
年
生
は
イ
ギ
リ
ス
・
ケ
ン
ブ
リ

ツ
ジ
の
べ
ル
ス
ク
ー
ル
で
(
即
人
7
月
町
日
S

8
月
円
旦
、
ま
た
中
学
2
・
3
年
生
は
今
年

か
ら
始
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
デ
レ
ー
ド

の
ア
ネ
ス
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
の
研
修
で
(
部
人

7
月
即
日
S
8
月
9
口
)
、
そ
れ
ぞ
れ
語
学
研

修
と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
体
験
し
た

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
刀
一
 
1

国
際
中
高

●
球
技
大
会

高
校
生
は
5
月
皿
日
、
中
学
生
は
6
月
玲
日

に
球
技
大
会
を
実
施
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド

゛
、ノ

ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
各
学
年
の
覇
を
競
っ
た

●
花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問

6
月
B
e

生
徒
が
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
花
で
壇
上
を

つ
ぱ
い
に
飾
り
、
錦
林
教
会
牧
師
・
ペ
ス
タ

、しロ
ッ
チ
保
育
園
園
長
の
糸
井
国
男
先
生
を
迎

え
、
「
迷
子
の
羊
1
・
」
と
題
し
て
将
大
励
を
お
願

い
し
た
。
ま
た
聖
歌
隊
の
合
唱
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

、ノ

の
演
奏
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
も
っ
た
。
午
後
は

高
校
1
年
生
が
自
分
た
ち
で
つ
く
つ
た
花
束
と

生
徒
・
教
職
員
の
献
金
を
持
ち
、
養
護
施
設

老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
・
保
育
園
等
N
力
所
を
訪

問
し
、
交
流
し
た
。

高
校
2
年
生
は
「
古
同
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て
、

福
祉
と
療
養
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒

業
生
を
招
き
講
演
を
聴
い
た

マンドリンクラブの演奏



徒
た
ち
の
た
め
に
爪
愆
さ
れ
た
学
寮
に
、
朝
人

の
新
人
寮
生
を
迎
え
た

入
学
式

4
月
4
Π

中
学
生
断
人
、
一
寝
生
劉
人
(
い
ず
れ
も

編
人
学
生
を
含
む
)
の
新
人
生
を
迎
え
、
新
島

記
今
需
堂
で
人
学
式
を
行
っ
た

ヌ
エ
バ
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
徒
受

け
入
れ

5
村
円
S
Π
日゛、

法
人
内
4
中
学
合
同
の
行
事
で
あ
る
ヌ
エ
ノ

ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
徒
受
け
人
れ

を
、
今
作
度
も
実
施
し
た
円
日
の
ウ
エ
ル
カ

ム
セ
レ
モ
ニ
ー
や
授
業
参
加
、
巧
口
に
は
共
趣

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ワ
ダ
イ
コ
・
ナ
イ

ト
」
、
さ
ら
に
最
終
U
の
修
了
書
授
↑
1
な
ど
を

一
丁
つ
こ
0

●
高
1
宿
泊
研
修
・
校
祖
墓
参

若
王
子
を
訪
れ
、
校
祖
新
島
襄
の
墓
前
で
入
学

を
報
告
し
た
。

中
学
遠
足

6
月
B
e

雨
で
一
日
順
延
と
な
っ
た
が
、
 
1
年
生
は
宇

治
天
ケ
瀬
ダ
ム
周
辺
、
 
2
年
生
は
「
海
遊
館
」
、

3
年
生
は
山
城
森
林
公
園
に
出
か
け
、
梅
雨
の

哨
れ
問
、
校
外
で
の
学
習
を
満
喫
し
た
。6
月
B
e

高
校
球
技
大
会

雨
で
一
口
順
延
と
な
っ
た
が
、
「
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
厶
三
を
実
施
し
た

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

6
月
N
e

高
校
入
学
前
の
生
徒
を
対
象
に
、
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
実
施
多
彩
な
体
験
授
業
や
入
試

相
談
会
な
ど
を
行
っ
た

ロ
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
生
徒
受
け
入
れ
 
6
月
N
e
S
7
月
n
e

隔
年
実
施
の
留
学
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ア
メ

り
力
、
ニ
ユ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
口
ー
レ
ン
ス

ビ
ル
ス
ク
ー
ル
か
ら
5
人
の
生
徒
を
受
け
入
れ

ナ

5
月
8
・
9
日

同
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
建
学
の
精
神
を
学
ぶ

宿
泊
研
修
を
、
「
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都
」
で

実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
若
王
十
を

訪
れ
、
新
島
襄
の
墓
前
で
入
学
を
報
告
し
た

●
中
1
宿
泊
研
修
・
校
祖
墓
参
5
月
捻
・
玲
H

伺
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
建
学
の
精
神
を
学
ぶ

宿
泊
研
修
を
、
同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に

を
す
る
と
と
も
に
同
志
社
で
学
ぶ
決
意
を
新
た

な
も
の
に
し
た
。

4
月
恰
Π

遠
足
門
Π
は
雨
天
の
た
め
2
圷
生
は
琵
琶
湖
博
物

館
、
 
3
年
生
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
へ
の
遠
足
と
な
っ
た
。
新
し
い
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
す
こ
と
が
で

き
た
。母
の
日
礼
拝

5
月
9
U

同
志
社
教
会
の
望
月
修
治
牧
師
を
招
き
守
っ

6
月
舒
・
器
日

中
一
体
験
学
習

中
学
1
年
生
が
「
花
脊
山
の
家
」
で
体
験
学

習
を
実
施
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
野

外
炊
飯
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
然
に

触
れ
る
時
問
を
楽
し
ん
だ

応

門
:

j

'

暑

一

1
』

中
学
校

.
4

、
一

ノ
,

,

3
年
生
H
R
委
員
研
修
会
 
4
月
Ⅱ
・
稔
日

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

て
、
 
3
年
生
各
ク
ラ
ス
の
H
R
委
員
と
執
行
委

員
生
徒
が
、
学
園
祭
を
は
じ
め
と
す
る
1
年
間

の
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
方
針
を
検
討
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ
、
創
立
者

墓
参

4
月
玲
S
帽
日

1
年
生
の
最
初
の
行
事
と
し
て
、
 
4
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
同
志
社
に
つ
い
て
学
ぴ
、
ク

ラ
ス
の
仲
問
と
の
飯
こ
う
炊
さ
ん
を
通
し
て
仲

問
づ
く
り
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
創
立
者
墓

参
で
は
、
新
島
襄
の
墓
前
に
集
い
入
学
の
報
告

ナ

5
月
巧
H

生
徒
大
会

栄
光
館
に
て
、
 
1
年
問
の
生
徒
会
活
動
を
方

向
付
け
る
生
徒
大
会
を
開
い
た
各
委
員
会
の

活
動
方
針
や
予
・
決
算
の
提
案
が
あ
り
、
質
疑

応
答
な
ど
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

●
春
季
宗
教
週
間

6
打
2
S
6
日

「
生
命
と
向
き
合
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
法

ノ

人
内
5
巾
一
魯
同
で
春
季
宗
教
教
育
強
劇
週
問

の
礼
拝
を
守
っ
た
。
各
地
か
ら
講
師
を
招
き
、

生
徒
・
教
職
員
と
も
に
深
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
メ
ッ
セ
ー
、
シ
を
い
た
だ
い
た

演
鑑

6
月
5
U

2
年
生
は
国
立
文
楽
劇
場
に
て
「
五
条

、

1
橋
」
「
絵
本
太
功
記
」
の
人
形
浄
瑠
璃
を
鑑
賞
。

3
年
生
は
京
都
観
世
会
館
に
て
狂
言
「
盆

山
」
・
能
「
大
会
」
を
鑑
賞
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
月
7
日

好
天
の
中
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
を
開
催
し

た
 
2
0
0
0
人
を
超
え
る
来
校
者
は
、
礼
拝

や
模
擬
授
業
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
た

6
月
円
日

花
の
日
礼
拝

関
谷
直
人
教
授
(
大
学
神
学
部
)
を
招
き
守

た
放
課
後
生
徒
会
執
行
委
員
、
ホ
ザ
ナ

コ
ー
ラ
ス
部
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
、
ピ
ー
ス
リ
ン

、ノ

ク
部
の
生
徒
た
ち
が
花
を
携
え
て
「
船
岡
寮
」

を
訪
問
し
、
合
唱
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
を

通
し
て
交
流
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
円
目

天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
無
事
に
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
一
日
で
あ
っ
た
。

0
0
Φ
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
3

'

童
も
多
く
、
小
道
具
の
説
明
に
興
味
を
も
ち
、

三
味
線
の
音
色
に
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

2
月
羽
日

ひ
な
祭
り
茶
会

4
年
生
の
児
童
が
京
都
市
左
京
区
の
茶
懐
石

京
料
理
店
「
下
鴨
茶
寮
」
に
て
関
西
エ
リ
ア
の

大
学
茶
道
部
で
組
織
さ
れ
る
裏
千
家
学
生
茶
道

研
究
会
が
主
催
す
る
「
ひ
な
祭
り
茶
△
乏
(
実

行
委
員
長
同
志
社
大
学
)
に
招
待
さ
れ
、
一

腕
を
楽
し
ん
だ
。
点
心
席
で
は
、
春
の
食
材
で

美
し
く
盛
ら
れ
た
雛
膳
を
お
い
し
く
頂
い
た

ひ
な
祭
り
を
通
し
て
茶
道
と
日
本
文
化
に
触
れ

る
よ
い
機
会
と
な
っ
た

小
学
校

同
志
社
タ
イ
ム
落
語
の
世
界
に
触
れ
よ
う

2
月
⑳
日

同
志
社
大
学
出
身
の
溶
語
家
桂
雀
喜
氏

(
本
名
長
坂
堅
太
郎
氏
)
を
迎
え
て
落
語
を
聴

く
機
会
を
持
っ
た
。
初
め
て
落
語
に
触
れ
る
児

ひな祭り茶会 キャンプファイヤー



4
月
円
日

●
入
学
お
め
で
と
う
の
会

ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
活
動
(
同
志
社
小
学
校

の
縦
割
り
異
学
年
活
動
の
名
称
)
と
し
て
新
1

年
生
を
迎
え
る
「
入
学
お
め
で
と
う
の
会
」
を

開
催
し
た
。

少
し
吹
復
し
た
様
子
の
か
わ
い
い
新
1
年
生

を
全
校
生
で
迎
え
、
 
2
S
5
年
生
の
児
童
は
新

人
生
の
入
学
を
と
も
に
喜
ぴ
、
上
級
生
に
な
る

内
党
と
責
任
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
く

ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
丹
の
結
団
式
で
は
、
各
号

こ
と
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
六
X
換
し
て
新
し

い
グ
ル
ー
プ
の
仲
問
と
親
睦
を
深
め
た

4
月
部
日

●
な
か
よ
し
遠
足

1
年
生
と
5
年
生
が
、
一
緒
に
校
祖
墓
参
に

出
か
け
た
。
 
5
年
生
が
1
年
生
に
校
祖
新
島
を

は
じ
め
同
志
社
墓
地
に
眠
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
を

解
説
し
た

同
志
社
タ
イ
ム
大
学
応
援
団
に
よ
る
ス
テ

5
月
器
口

ー
、
、
応
援
団
と
一
緒
に
「
口
o
m
三
仂
語
工
含
0
含
」

「
若
草
萌
え
て
」
「
同
志
社
ア
ト
ム
」
な
ど
を
兀

気
い
っ
ぱ
い
歌
っ
た
。
今
回
初
め
て
人
学
し
た

児
童
た
ち
は
、
同
志
社
カ
ラ
ー
を
感
じ
る
機
会

と
な
つ
た
。

●
2
年
生
花
脊
山
の
家
宿
泊
体
験
学
習

6
月
2
・
3
日

2
年
生
の
宿
泊
体
験
学
習
を
花
脊
山
の
家
で

行
っ
た
北
山
杉
に
囲
ま
れ
た
小
道
を
、
目
的

地
を
目
指
し
て
入
所
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
。

現
地
で
は
、
館
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
ー
を
*
木
し
み
、
 
2
日
目

は
、
築
肋
年
と
い
う
北
山
民
家
で
の
ち
ま
き

作
り
を
体
験
し
た
。

●
特
別
礼
拝

6
月
姶
日

宗
教
強
調
週
問
の
特
別
礼
拝
と
し
て
、
三
重

県
愛
農
学
園
農
業
高
校
か
ら
小
泉
道
子
先
生
を

迎
え
た
。
礼
拝
音
楽
を
中
心
と
し
た
歌
を
身
振

り
手
振
り
も
交
え
て
一
緒
に
歌
い
、
歌
を
通
し

て
神
を
讃
美
す
る
楽
し
い
礼
拝
と
な
っ
た

●
5
年
生
北
海
道
宿
泊
体
学
習6
月
討
S
器
日

5
年
生
が
北
海
道
に
宿
泊
体
験
学
習
に
で
か

け
た
。
関
西
空
港
を
出
発
し
た
児
童
た
ち
は
、

北
海
道
長
沼
町
の
提
携
民
家
に
グ
ル
ー
プ
こ
と

に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
農
業
体
験

は
、
北
海
道
の
大
自
然
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験

と
な
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の
比
白
さ
ん
と
親
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
選
択
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
あ
と
、
最
後
は
函
館
に
結
集
し
、
新
島

先
生
ゆ
か
り
の
地
を
散
策
し
て
、
校
祖
に
思
い

を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
た

●
3
年
生
ハ
チ
高
原
宿
泊
体
験
学
習
7
刀
2
S
4
U

3
年
乍
が
安
の
ハ
チ
ー
小
に
・
衍
油
体
験
γ
習

に
出
か
け
た
 
1
n
R
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
や
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
楽
し
み
、
 
2
U
目
に

は
古
捌
の
す
が
す
が
し
い
響
丸
を
吸
い
な
が

ら
、
登
山
に
挑
戦
し
た
ハ
壬
尚
原
に
は
 
4

年
生
が
こ
の
冬
に
ス
キ
ー
を
体
験
す
る
た
め
に

出
か
け
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
夏
と
冬
の
商

原
の
様
子
の
違
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
体
験

す
る
こ
と
に
な
る

苅

幼
稚
園

終
業
式

n
月
円
日

同
志
社
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

捻
月
討
日

ト年
中
・
年
長
組
の
有
志
が
出
演
し
「
き
け
、

て
ん
し
の
う
た
」
な
ど
の
歌
を
披
露
し
た
。

始
業
式

1
月
9
Π

1
月
玲
日

●
校
祖
墓
参

年
中
・
年
長
組
の
園
児
が
市
バ
ス
に
乗
り
若

王
子
を
訪
れ
新
島
襄
の
墓
前
で
礼
拝
を
行
っ

た
。
●
同
志
社
幼
稚
園
後
援
会
・
親
睦
会

訪
れ
、
ゲ
ー
ム
や
給
食
の
時
間
を
共
有
す
る
交

流
を
持
っ
た
。
帰
り
際
に
は
別
れ
を
惜
し
み
、

春
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
帰
途
に
つ
い
た
。

自
然
・
生
き
も
の
観
察

2
月
1
日

全
園
児
で
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
博
物
館
を
劼
れ

る
。
観
察
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
、
琵
琶
湖

の
生
態
を
興
味
深
く
学
ん
だ
。

団
体
鑑
賞

2
月
4
日

京
都
テ
ル
サ
へ
劇
団
飛
行
舩
マ
ス
ク
プ
レ
イ

ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
の
演
劇
鑑

賞
を
行
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
で
の
歌
と
踊
り
の
迫

力
あ
る
鯉
台
に
、
 
f
ど
も
た
ち
は
大
喜
ぴ
で
あ

つ
た

2
月
捻
・
巧
・
加
日

参
観
日

日
頃
の
保
育
生
活
と
集
団
で
の
学
ぴ
の
姿
を

保
護
者
が
参
観

園
外
保
育
社
会
体
「
ハ
ツ
橋
作
り
」2
月
円
日

年
中
・
年
長
の
園
児
が
、
本
家
西
尾
ハ
ッ
橋

本
店
で
ハ
ッ
橋
作
り
を
体
験
し
た

卒
園
お
茶
会

3
月
3
日

年
長
児
が
卒
園
を
記
念
し
、
お
茶
を
点
て
て

お
運
ぴ
す
る
な
ど
一
年
問
の
稽
古
の
成
果
を
保

護
者
に
披
露
し
た

●
マ
ラ
ソ
ン
大
会

3
月
6
日

全
園
児
が
京
都
御
所
で
、
毎
日
練
習
し
て
き

1
月
円
日

後
援
会
の
企
画
に
ょ
る
年
長
親
子
参
加
。
み

た
ら
し
団
子
を
作
っ
て
炭
火
で
焼
き
、
美
味
し

く
い
た
だ
い
た

創
立
m
周
年
記
念
お
祝
い
会
 
1
月
部
日

創
立
山
周
年
を
祝
い
、
保
護
者
企
画
の
記

念
会
が
行
わ
れ
た
。
第
一
部
は
、
歌
の
コ
ン
サ

ー
ト
、
第
二
部
は
、
全
園
児
親
了
参
加
で
臼
と

杵
で
餅
を
つ
き
、
つ
き
た
て
の
餅
を
お
い
し
く

い
た
だ
い
た

同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
1
月
四
日

年
長
組
が
同
志
社
小
学
校
1
午
生
の
教
室
を

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
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3年生ハチ高原宿泊体験学習 なかよし遠足(校祖墓参)

5年生北海道宿泊体験学習


